預かり金(小遣い)等取扱規定細則
横浜いずみ学園

１、保護者から現金等を預かる場合は、その使用目的を聞きその月の預かり金台帳に日付・金額・使用目的を記入し保護者・職員がサイン等で確認すること。

２、現金は必ず財布等に入れ専用シャッターケースに施錠保管すること。

３、預かり金を使用した場合は、日付・使用内容を記入し残高を確認した上で職員は確認のサインをすること。
４、台帳はその月末までの使用状況を記入し子ども自身が確認のサインを行い、総務課へ提出後園長、課長が最終確認印を押印する。

　※必ずレシートを貼付すること、レシートがないものに関しては備考欄に理由を記入のこと。
５、保護者の関知しないお年玉、個人的な小遣い等については同台帳を個人用として別に作成すること。
６、保護者から確認の要請があった場合、台帳のコピーを渡すこと。

７、預かり金を終了する場合、台帳残額を保護者に確認してもらい返却を行うこと。
８、紛失、運用等で問題が生じた場合、直ちに園長に報告を行うこと。
９、平成２２年度特別支援事業については単発事業の為別紙を使用する。
10、平成２３年度からの特別支援事業は２２年度からの用紙を継続使用する。
※この規定細則は平成２０年１１月　１日より適用する。
　平成２２年３月３１日追加
　平成２３年１０月１日追加
入所児童預かり金等取扱規定

横浜いずみ学園

(趣旨)

第１条　園長は、入所児童が所持する現金等について、入所中において児童に所持させることが、児童の福祉を損なうおそれがあるものについて保管することができる。
(対象)

第２条　入所児及び入所中に保護者等から児童のために使用することを目的として金品を預かり、園長が保管するとき。

　　２　その他これらに類する場合で、入所児童に金品を所持させることが、児童の福祉を損なうおそれがあると園長が判断したとき。

(取扱責任者)

第３条　保管責任者は園長とする。

　　２　園長は施設職員のうち実務担当者を選出し、これを取り扱わせることができる。

(実務)

第４条　金品の使用、保管等については「預かり金等取扱規定細則」に基づき行うものとする。

(金品の返還)

第５条　園長は入所児童が退園する時に、預かり金がある場合は返還するものとし、「預り金台帳」にその旨を記入しサイン等を徴するものとする。
附則

この規定は平成２０年１１月１日より施行する。

